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な
ぜ
イ
ン
パ
ク
ト・イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
な
の
か

　
経
済
的
な
利
益
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、

貧
困
や
気
候
変
動
な
ど
の
社
会
・
環
境
課

題
解
決
に
資
す
る
投
資
と
し
て
「
イ
ン
パ

ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
2
0
1
2
年
の
投
資
実

績
は
全
世
界
で
約
80
億
㌦
で
あ
る
が
、
投

資
額
は
年
々
加
速
度
的
に
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
20
年
ま
で
に
資
産

規
模
が
約
1
兆
㌦
に
成
長
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
（
脚
注
①
）。

　
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
は
、

そ
の
性
格
上
、
新
興
国
や
途
上
国
に
お
け

るBoP

（Base of the Pyram
id

）
ビ

ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
、
欧
米
先
進
国

内
の
社
会
福
祉
関
連
事
業
な
ど
、
中
小
規

模
の
事
業
へ
と
振
り
向
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
一
件
当
た
り
の
投
資

額
は
50
万
㌦
以
下
が
多
数
を
占
め
る
上
、

事
業
環
境
が
不
安
定
な
国
や
地
域
に
投
資

案
件
が
集
ま
っ
て
い
る
（
脚
注
②
）
こ
と

が
多
い
。
経
済
的
な
利
益
は
追
求
す
る
も

の
の
、
多
額
の
投
資
リ
タ
ー
ン
は
期
待
し

に
く
い
と
い
う
面
が
あ
る
。

　
で
は
、
誰
が
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
主
な
投

資
家
の
内
訳
を
見
る
と
、
開
発
金
融
機
関

や
助
成
財
団
と
い
っ
た
、
そ
も
そ
も
社

会
・
環
境
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
に
お
金
を
出
し
て
き
た
組
織
以
外
に
、

財
閥
を
は
じ
め
と
す
る
超
富
裕
層
、
商
業

銀
行
や
投
資
機
関
、
年
金
基
金
な
ど
、
経

済
的
な
利
益
を
重
視
す
る
従
来
型
の
投
資

家
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
表
1
参
照
）。

　
前
者
が
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
の
は
、
資
金
提
供
し
た

取
り
組
み
の
自
立
的
な
持
続
性
の
担
保
や
、

取
り
組
み
規
模
の
自
発
的
拡
大
の
支
援
と

い
っ
た
意
味
合
い
が
大
き
い
。
政
府
開
発

援
助
（
O
D
A
）
や
助
成
よ
り
も
投
資
と

い
う
形
態
の
方
が
、
資
金
の
受
け
取
り
手

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
度
を
高
め
ら
れ
、
そ

の
結
果
と
し
て
助
成
期
間
終
了
後
も
持
続

的
に
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
る
、
も
し
く

は
取
り
組
み
規
模
が
拡
大
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
い
わ
ゆ
る
従
来
型
の
投
資
家
が

イ
ン
パ
ク
ト・イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

社
会
を
動
か
す
新
た
な
原
動
力

渡
辺
珠
子

日
本
総
合
研
究
所 

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

国際経済

　
近
年
、
新
興
国
や
途
上
国
市
場
へ
の
新
た
な
資
金
の
流
れ
と
し
て
「
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
と
は
、
経
済
的
な
利
益
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
・
環
境
課
題

の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
投
資
を
指
す
。
主
な
投
資
家
は
超
富
裕
層
で
あ
る
が
、
昨
今
は
欧
米
の
大
手
金
融

機
関
が
自
ら
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
事
例
の
他
、
多
国
籍
企
業
が
イ
ン
パ
ク
ト
・

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
行
う
事
例
も
現
れ
た
。
さ
ら
に
、
公
共
事
業
に
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
活
用
す
る

「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
」
と
い
う
取
り
組
み
も
英
国
を
中
心
に
始
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
年
注
目
す
べ

き
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
関
連
の
動
き
を
取
り
上
げ
る
。

わ
た
な
べ
・
た
ま
こ
　
02
年
名
古
屋

大
院
国
際
開
発
研
究
科（
国
際
開
発

専
攻
）修
了
。メ
ー
カ
ー
系
シ
ン
ク
タ

ン
ク
を
経
て
、08
年
4
月
日
本
総
研

入
社
。現
在
、主
に
日
本
企
業
の
新
興

国
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
立
ち
上
げ
を
支
援
し
て
い
る
。
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イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
に
取

り
組
む
意
義
は
様
々
で
あ
る
。
既
存
の
ア

セ
ッ
ト
ク
ラ
ス
と
の
相
関
が
低
い
こ
と
か

ら
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
多
様
化
と
し
て
、

ま
た
は
税
制
対
応
と
い
う
目
的
で
取
り
組

む
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
財
閥
を

は
じ
め
と
す
る
超
富
裕
層
に
見
ら
れ
る
傾

向
と
し
て
、「（
投
資
を
通
じ
て
）
良
い
社

会
構
築
の
牽け

ん
い
ん引

役
で
あ
り
た
い
」
と
い
う

思
い
の
体
現
方
法
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

超
富
裕
層
に
対
し
て
は
、
金
融
機
関
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
が
、
顧

客
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
市
民
団
体

へ
の
寄
付
や
財
団
設
立
等
の
社
会
貢
献
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。
最
近
で
は

イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
へ
の

関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
が
新
興
国
や
途
上

国
のBoP

ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど

へ
の
投
資
や
融
資
を
仲
介
す
る
だ
け
で
な

く
、
金
融
機
関
自
ら
が
フ
ァ
ン
ド
を
組
成

し
、
富
裕
層
顧
客
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

一
部
を
フ
ァ
ン
ド
に
振
り
向
け
る
動
き
も

出
て
き
て
い
る
（
図
表
2
参
照
）。

　
日
本
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
動
向
に
つ
い
て
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
東
北
の
震
災
復
興
を
支

援
す
る
三
菱
商
事
復
興
支
援
財
団
の
よ
う

に
、
助
成
財
団
が
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
動
き
が
あ
る
他
、

休
眠
口
座
の
活
用
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

ま
た
欧
米
と
同
じ
よ
う
に
富
裕
層
向
け
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
金
融
機
関
が

イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
に
注

目
す
る
兆
し
も
見
ら
れ
る
。

　
日
本
で
は
、
い
ち
早
く
民
間
の
投
資
会

社
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
を
専
門
に
扱
う
企
業
が
現
れ
た
こ
と

が
一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
が
、

日
本
初
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
投

資
会
社
で
あ
る
A
R
U
N
合
同
会
社
（
以

下
、
A
R
U
N
）
で
あ
る
。
A
R
U
N
は

こ
れ
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
イ
ン
ド
のBoP

ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
5
社
に
投

資
を
行
っ
て
き
た
。
投
資
先
に
は
、
イ
ン

ド
の
無
医
村
地
帯
に
対
し
て
I
C
T
技
術

を
ベ
ー
ス
と
し
た
一
次
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
企
業
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
非
電

化
農
村
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
販
売
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
を
営
業
兼
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
要
員
に
雇
用
す
る
こ
と
で
、

環
境
と
雇
用
問
題
の
解
決
を
目
指
す
企
業

な
ど
が
あ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
の
金
融
機
関
が
全
く
イ

ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
に
関
与

し
て
い
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
国
際
機
関
な
ど
が
発
行
す
る
ワ
ク
チ

ン
債
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ボ
ン

ド
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ボ
ン
ド
な
ど
の
商
品

を
販
売
す
る
大
和
証
券
が
代
表
例
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
開
発
金
融
機
関
と
財
団
を
除
く

と
、
欧
米
の
金
融
機
関
の
よ
う
な
フ
ァ
ン

ド
を
自
ら
組
成
し
、
自
ら
が
直
接
的
に
イ

ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
実
行

す
る
と
い
う
動
き
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

近
年
は
地
方
創
生
の
動
き
の
中
に
、
イ
ン

パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
先
と
し
て

親
和
性
が
あ
る
取
り
組
み
も
散
見
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
内
で
の
盛
り
上
が

り
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

通
常
の
投
資
と
の
違
い

　
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の

促
進
を
目
的
に
活
動
す
る
国
際
組
織「the 

G
lobal Im

pact Investing N
etw

ork

」

（
G
I
I
N
）
で
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
次
の
よ
う
に
定
義
し

て
い
る
。

　「Im
pact in

vestm
en

ts are 

投資家の種類 スコア（脚注3）

開発金融機関 92
助成財団 73
財閥／超富裕層 70
商業銀行及び投資機関など 67
年金基金、保険会社など 57

（出所）J.P. Morgan and the GIIN［2011］を基に日本総研
        作成

〈図表1〉インパクト・インベストメントを行う
　　　   主な投資家

UBS 2011年 インパクト・インベストメントのファンドオブファンド開始
2013年 中小企業向けインパクト・インベストメントファンド設立
 （AUM：約5000万CHF）

ゴールドマン
サックス

2013年 ソーシャル・インパクトファンド設立（AUM：約2億5000万USD）
2015年 インパクト・インベストメント投資顧問企業を買収

モルガン・
スタンレー

2012年 ESG投資とインパクト・インベストメントを顧客に提供するサービスを開始
 （目標顧客資産額：約100億USD）
2013年 「持続可能な投資機関」を設立し、社会貢献型投資アドバイザリー
 サービス提供を開始。
2014年 インパクト・インベストメント・ポートフォリオ設立

（出所）各種資料を基に日本総研作成

〈図表2〉主な欧米金融機関のインパクト・インベストメントを巡る動き
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in
v
e
stm

e
n
ts m

a
d
e

 in
to 

com
panies, organizations and 

funds w
ith the intention to 

generate m
easurable social and 

environm
ental im

pact alongside a 

financial return

」（
G
I
I
N
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〈http://w

w
w
.thegiin.org/

cgi-bin/iow
a/hom

e/index.htm
l

〉

よ
り
引
用
）

　
注
目
す
べ
き
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

社
会
お
よ
び
環
境
課
題
の
改
善
度
合
い

（
こ
れ
を
社
会
・
環
境
イ
ン
パ
ク
ト
と
呼

ぶ
）
を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
う
た
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
パ

ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
投
資
契
約

書
に
は
、
投
資
先
が
社
会
・
環
境
イ
ン
パ

ク
ト
を
創
出
し
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
測

定
結
果
を
投
資
家
に
示
す
こ
と
を
求
め
る

条
項
が
含
ま
れ
る
。
な
お
、
上
記
の

G
I
I
N
の
定
義
で
は
「m

easurable

」、

す
な
わ
ち
数
値
と
し
て
測
定
可
能
な
イ
ン

パ
ク
ト
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
社
会
・
環
境
イ
ン
パ

ク
ト
の
測
定
に
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
や

所
得
の
向
上
な
ど
の
定
量
的
な
測
定
だ
け

で
な
く
、
女
性
の
自
立
性
向
上
な
ど
の
定

性
面
の
調
査
を
行
う
場
合
も
多
い
。
そ
の

た
め
、
総
称
し
て
「
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
に
関
し
て
は
、
毎
年

様
々
な
評
価
手
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
毎
年
2
～
3
の
イ
ン
パ
ク
ト
・

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
関
連
の
国
際
会
議
に

参
加
し
て
い
る
が
、
ど
の
会
議
に
参
加
し

て
も
新
し
く
開
発
し
た
評
価
手
法
を
紹
介

す
る
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
い
ち

早
く
イ
ン
パ
ク
ト
を
公
平
に
評
価
す
る
枠

組
み
を
開
発
し
、
国
際
的
に
知
名
度
を
得

て
い
る
の
は
G
I
I
N
が
生
み
出
し
た

「Im
p
a
c
t R

e
p
o
rtin

g

 a
n
d 

Investm
ent Standards

」（
I
R
I
S
）

と
呼
ば
れ
る
評
価
指
標
で
あ
る
。

I
R
I
S
で
は
、
投
資
先
の
取
り
組
み
の

直
接
的
な
結
果
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
呼
ぶ
）
の
評
価
に
重
点
を

置
き
、
4
0
0
以
上
の
項
目
か
ら
評
価
者

が
目
的
と
用
途
に
合
わ
せ
て
項
目
を
取
捨

選
択
す
る
。
例
え
ば
、
低
所
得
者
層
向
け

に
衛
生
用
品
を
製
造
・
販
売
す
るBoP

ベ

ン
チ
ャ
ー
で
あ
れ
ば
、
製
品
を
購
入
し
た

人
数
や
罹り

か
ん患

率
と
い
っ
た
製
品
の
効
果
か

ら
、
製
造
現
場
で
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の

所
得
向
上
な
ど
、
事
業
を
行
っ
た
結
果
と

し
て
即
座
に
表
れ
る
効
果
を
評
価
す
る
の

が
、
I
R
I
S
の
基
本
的
な
活
用
方
法
で

あ
る
。
I
R
I
S
の
場
合
は
、
他
の
投
資

案
件
と
の
比
較
が
容
易
に
な
る
よ
う
な
項

目
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
他
、
代
表
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
評

価
手
法
は
図
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

　
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
を
実
施
す
る
に
当
た

っ
て
の
最
初
の
壁
は
、
ど
の
評
価
手
法
を

選
択
す
る
か
で
あ
る
。
投
資
家
が
目
的
に

沿
っ
た
評
価
手
法
を
指
定
す
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
投
資
先
自
身
が
選
択
す
る
こ
と
も

あ
る
。
な
お
投
資
先
自
ら
が
評
価
を
行
う

必
要
は
な
く
、
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と

も
多
い
。
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
専
門
の

N
G
O
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
近
年
増
加

し
て
お
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
自
社
の
C
S
R
活

動
や
事
業
そ
の
も
の
の
評
価
に
活
用
す
る

事
例
も
現
れ
て
き
て
い
る
。

評価手法名 概要

Impact Reporting 
and  Inves tment  
Standards （IRIS）

■GIINが提供する評価指標。インパクト･インベストメント（社会貢献につながる
投資）を促すために、企業や投資家が参照しやすい標準的な指標を開発。

■投資先の取組みの直接的な結果（アクティビティ･アウトプット）に焦点をお
き、400以上の項目から使用者が目的と用途にあわせて必要な項目を取捨選
択することが可能。

■様々な手法や枠組みを対象としつつ、一貫性やデータ比較のニーズに合うよ
う設計されている。実際の使用例等もウェブ上で共有。

G l o b a l  I m p a c t  
Investing Rating 
System （GIIRS）

■投資先の社会性を評価するレーティング組織として、ADBやIDB、ロックフェ
ラー財団など20の財団や投資銀行、43ファンドにより支援を受けている。

■2012年までに企業416社、ファンド60本が評価を受け、報告書が作成され
ている。

Measuring Impact 
Framework

■持続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD）が開発したビジネスの
開発インパクトを評価する枠組。企業内のモチベーションに対応するため、事
業リスクや機会を把握することを目的に開発されている。

■企業自身が評価する範囲を決め、直接･間接的インパクト、及び開発効果を分
析し、その結果を経営判断に活かしていくことが期待されている。

■プロセス重視で、特定の指標を設けていないが、主に企業経営･環境マネジメ
ント、インフラ･財･サービスの提供、雇用･技術開発、現地調達･納税の観点
から評価。

Social Return on 
Investment （SROI）

■Roberts Enterprise Development Fund（REDF）及びNew Economic 
Foundation（NEF）が開発した評価指標。事業によってもたらされた社会的
価値をステークホルダーごとに明確にし、貨幣価値に換算することで事業が
もたらす価値を定量的に表現。

■事業評価のための手法ではなく、分析のプロセス自体や結果を事業改善や検
討に活用し、更なるイノベーションの実現を企図している。

（出所）独立行政法人国際協力機構（JICA）、あらた監査法人、ARUN合同会社（2013）「BOPビジ
ネスの開発効果向上のための評価及びファイナンス手法に係る基礎調査ファイナルレ
ポート」

〈図表3〉代表的なインパクト評価手法
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社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト・ボ
ン
ド
と
い
う
新
た
な
公
共
投
資

　
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
は

近
年
、
公
共
事
業
に
も
そ
の
考
え
方
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、

10
年
に
英
国
で
始
ま
っ
た
官
民
連
携
投
資

ス
キ
ー
ム
で
あ
る
「
社
会
的
イ
ン
パ
ク

ト
・
ボ
ン
ド
（Social Im

pact Bond

、

以
下
S
I
B
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
①
行

政
が
S
I
B
を
起
債
し
て
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
必
要
な
費
用
を
民
間
か
ら
集

め
る
②
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
非
営
利

組
織
（
N
P
O
）
等
に
委
託
す
る
③
効
率

的
な
実
施
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
行
政

費
用
の
削
減
分
か
ら
、
出
資
者
に
返
済
・

配
当
す
る
─
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
英

国
で
は
刑
務
所
で
の
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
施
に
S
I
B
の
仕
組
み
が
使
わ
れ
て

お
り
、
再
犯
率
が
下
が
る
こ
と
で
削
減
さ

れ
る
刑
務
所
運
営
費
用
を
、
投
資
家
に
還

元
す
る
予
定
で
あ
る
。
社
会
問
題
の
解
決

や
経
済
成
長
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、
現

在
ま
で
に
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
韓
国
で
も
S
I
B
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
と
同
様
、
S
I
B
の
最
大
の
特
徴
は
社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
評
価
す
る
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、
S
I
B
で
は
前
述
の
評
価
手

法
の
う
ち
、
S
R
O
I
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

　
日
本
で
も
、
S
I
B
を
導
入
す
る
と
い

う
動
き
が
今
年
に
入
っ
て
活
発
に
な
っ
て

き
た
。
日
本
で
は
介
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
社
会
保
障
費
用
の
削
減
の
た
め

に
、
S
I
B
を
活
用
し
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
。
例
え
ば
、
今
年
4
月
15
日
に
は
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
が
S
I
B
を
活
用
し

て
特
別
養
子
縁
組
を
推
進
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
た
。
今
年

度
は
4
人
の
特
別
養
子
縁
組
成
立
を
目
標

と
し
て
い
る
が
、
目
標
を
達
成
す
る
と
将

来
に
わ
た
る
行
政
負
担
が
お
よ
そ
半
分
に

な
る
計
算
で
あ
る（
脚
注
④
）。
さ
ら
に
は
、

家
庭
養
護
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
習
の
遅
れ
や
愛
着
障
害
と
い
っ
た
施
設

入
所
児
童
の
課
題
解
消
に
繋つ

な

が
る
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
成
功
す
れ
ば
社
会

全
体
に
還
元
さ
れ
る
非
金
銭
的
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
こ
の
他
、
高
齢
者
介
護
分
野

で
も
S
I
B
導
入
を
前
提
と
し
た
認
知
症

予
防
お
よ
び
重
症
化
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
証
事
業
が
経
済
産
業
省
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
た
（
脚
注
⑤
）
他
、
兵
庫
県
尼
崎

市
で
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
若
者
の

就
労
支
援
分
野
に
S
I
B
を
活
用
す
る
取

り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
出
資
者
へ
の
返
済
・
配
当
は
、
将
来
現

れ
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
分
か
ら
賄
わ
れ

る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
単
年
度

会
計
制
度
の
中
で
地
方
自
治
体
が
ど
う
予

算
化
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
し

か
し
、
日
本
の
社
会
保
障
費
全
体
が
毎
年

1
兆
円
程
度
増
加
し
て
い
る
現
実
を
考
え

れ
ば
、
行
政
負
担
を
削
減
で
き
る
S
I
B

の
仕
組
み
を
確
立
・
普
及
す
る
こ
と
の
重

要
性
は
言
う
に
及
ば
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

投
資
家
を
効
率
的
に
集
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
も
今
後
検
討
が
必
要
な
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
単
年
度
会
計
制
度
へ
の

対
策
と
し
て
、
基
金
を
立
ち
上
げ
て
資
金

を
プ
ー
ル
す
る
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
他
、

投
資
資
金
に
は
休
眠
口
座
の
活
用
や
富
裕

層
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
S
I
B
を
組
み

入
れ
る
と
い
う
議
論
も
出
て
い
る
。
行
政

と
民
間
が
連
携
し
、
出
来
る
こ
と
を
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
今
ま

さ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
投
資

　
そ
も
そ
も
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
と
い
う
考
え
方
は
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
を
経
て
、
短
期
的
に
莫ば

く

大だ
い

な
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
を
最
善
と
す
る

投
資
の
あ
り
方
に
疑
問
を
呈
す
る
形
で
生

ま
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
持
続
的
・
長
期
的

な
経
済
発
展
の
た
め
に
、
社
会
・
環
境
的

価
値
を
生
み
出
す
事
業
を
も
っ
と
大
切
に

す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
色
濃
く
出
て

い
る
投
資
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
は
と
も
す
れ
ば
単
な
る
社

会
貢
献
活
動
と
い
う
見
方
も
さ
れ
が
ち
だ

が
、
次
世
代
に
向
け
て
「
良
い
社
会
」
を

継
承
し
て
い
く
投
資
と
も
言
え
る
。

　
日
本
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
は
萌ほ

う
が芽

期
だ
が
、
地
方
創
生
の
動

き
の
中
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
の
考
え
方
を
適
用
で
き
る
投
資
案

件
が
現
れ
る
こ
と
は
十
分
に
期
待
で
き
る
。

地
方
活
性
化
や
社
会
福
祉
事
業
に
つ
い
て

の
様
々
な
議
論
の
中
に
、
イ
ン
パ
ク
ト
・

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
ご
く

普
通
に
現
れ
る
日
が
近
い
将
来
や
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

〈
脚
注
〉

　

①J.P. M
organ

と
G
I
I
N
が

2
0
1
2
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
投

資
家
99
機
関
・
個
人
の
投
資
実
績
が
約
80

億
㌦
で
あ
る
。（J.P. M

organ and 

the G
IIN

［2013

］“ Pespective on 

Progress: The Im
pact Investor 

Survey”

参
照
）

　

②J.P.M
organ and the G

IIN

［2011

］“ Insight into the Im
pact 

Investing M
arket: A

n in-depth 
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analysis of investor perspectives 

and over 2200 transactions” 

参
照
。

　
③J.P.M

organ and the G
IIN

　
　

［2013
］
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
に
取
り
組
む
99
の
投
資
機
関
・
個

人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
投
資

実
績
を
ス
コ
ア
化
し
た
。
こ
こ
で
は
積
極

的
に
取
り
組
む
投
資
家
の
参
考
情
報
と
し

て
活
用
す
る
。

　
④
18
歳
ま
で
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
暮

ら
し
た
場
合
の
経
費
は
、
4
人
で
約

3
5
3
0
万
円
だ
が
、
今
年
度
目
標
が
達

成
さ
れ
る
と
、
約
1
6
3
0
万
円
の
節
約

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。（
参
考
：Japan 

In-D
epth 2015/4/20

　http://
japan-indepth.jp/?p=17622

）

　
⑤
今
年
6
月
9
日
に
、
経
済
産
業
省
が

実
施
す
る
「
平
成
27
年
度
健
康
寿
命
延
伸

産
業
創
出
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
公
文

教
育
研
究
会
の
脳
機
能
の
維
持
・
改
善
に

効
果
が
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ

て
い
る
「
学
習
療
法
」
を
活
用
し
た
「
成

果
報
酬
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン

ド
構
築
推
進
事
業
」が
採
択
さ
れ
た
。 （
参

考
　
公
文
教
育
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.kum

on-lt.co.jp/
socialim

pactbond201606

）


